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滝
田
遼
介
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　

滝
田
遼
介
君
が
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
「『
北
方
問
題
』

と
日
本
の
対
外
戦
略
│
│
一
九
三
九
～
一
九
四
二
」
は
、
一
九
三
〇

年
代
末
か
ら
日
米
戦
争
に
至
る
日
本
の
外
交
と
軍
事
を
、「
北
方
問

題
」
を
軸
に
再
構
成
し
、「
北
方
問
題
」
お
よ
び
対
ソ
戦
争
と
い
う

選
択
肢
（「
北
進
」
の
潮
流
）
が
そ
の
時
代
の
日
本
の
対
外
戦
略
を

ど
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
論
文
に
お
け
る
「
北
方
問
題
」
と
は
、

軍
事
的
に
は
、
ソ
連
の
軍
事
的
脅
威
を
背
景
と
す
る
日
本
と
満
洲
国

の
国
防
上
の
懸
念
、
お
よ
び
満
洲
・
内
蒙
古
と
中
国
大
陸
に
お
け
る

日
本
の
権
益
が
ソ
連
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
を
意
味

す
る
。
政
治
的
に
は
、
国
際
共
産
主
義
の
拡
大
・
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
浸
透
に
対
す
る
懸
念
を
指
す
。

　

本
論
文
は
、
序
章
、
本
篇
五
章
、
終
章
合
わ
せ
て
一
七
二
ペ
イ
ジ
、

参
考
文
献
目
録
二
三
ペ
イ
ジ
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
部
は
、

す
で
に
滝
田
君
が
『
日
本
歴
史
』『
法
学
政
治
学
論
究
』
と
い
っ
た

査
読
つ
き
の
学
術
雑
誌
に
発
表
し
た
論
文
や
、
日
本
国
際
政
治
学
会

年
次
大
会
に
お
け
る
研
究
報
告
を
土
台
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を

大
幅
に
加
筆
修
正
し
、
体
系
化
し
た
も
の
が
今
回
提
出
さ
れ
た
論
文

で
あ
る
。

一　

論
文
の
構
成

　

本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

序
章　

課
題
と
分
析
の
視
角

　
　

一　

問
題
の
所
在
と
分
析
の
視
角

　
　

二　

研
究
の
手
法
と
史
資
料

　
　

三　

本
研
究
の
構
成

　

第
一
章　
「
北
方
問
題
」
の
史
的
展
開

　
　

一　

本
章
の
目
的

　
　

二　

満
洲
事
変
期
ま
で

　
　

三　

一
九
三
〇
年
代
中
葉

　
　

四　

日
中
戦
争
期

　

第
二
章　

一
九
三
九
年
秋
期
の
対
外
情
勢
変
動
と
日
本

　
　

一　

課
題
と
分
析
の
視
角

　
　

二　

独
ソ
不
可
侵
条
約
の
衝
撃

　
　

三　

第
二
次
欧
州
大
戦
の
発
生
と
不
介
入
方
針
の
形
成

　
　

四　

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
と
陸
軍
中
央
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（
一
）
対
外
政
策

　
　
　
（
二
）
作
戦
計
画

　
　
　
（
三
）
軍
備

　
　
　
（
四
）
統
制
と
人
事

　
　

五　

結
論

　

第
三
章　

 

第
二
次
欧
州
大
戦
と
日
本
外
交
│
│
米
内
内
閣
期
「
有

田
外
交
」
を
中
心
に

　
　

一　

課
題
と
分
析
の
視
角

　
　

二　
「
有
田
外
交
」
の
展
開

　
　
　
（
一
）
外
相
就
任
と
欧
州
大
戦
不
介
入
方
針
の
継
承

　
　
　
（
二
）「
有
田
外
交
」
と
ソ
連
要
因

　
　
　
（
三
）
日
米
関
係
改
善
方
策
へ
の
着
手

　
　

三　

ド
イ
ツ
西
方
攻
勢
期
に
お
け
る
「
有
田
外
交
」
と
日
本

　
　
　
（
一
）
国
際
情
勢
の
急
転
と
「
三
分
野
論
」

　
　
　
（
二
）
対
ソ
中
立
条
約
提
起
問
題

　
　
　
（
三
）
対
独
伊
提
携
強
化
問
題

　
　

四　

結
論

　

第
四
章　

第
二
次
欧
州
大
戦
と
日
本
陸
軍

　
　

一　

課
題
と
分
析
の
視
角

　
　

二　

国
際
情
勢
変
動
と
「
北
方
問
題
」

　
　
　
（
一
）
ド
イ
ツ
西
方
攻
勢
以
前
の
陸
軍

　
　
　
（
二
）
ド
イ
ツ
西
方
攻
勢
と
「
時
局
処
理
要
綱
」
の
形
成

　
　

三　
「
北
方
問
題
」
を
め
ぐ
る
認
識
と
戦
略

　
　
　
（
一
）
対
ソ
脅
威
認
識
の
継
続

　
　
　
（
二
）
松
岡
外
交
の
展
開
と
陸
軍
の
対
応

　
　
　
（
三
）《
南
方
処
理
重
視
論
》
と
《
北
方
処
理
重
視
論
》

　
　
　
（
四
）
実
現
さ
れ
ざ
る
「
北
方
の
安
全
」

　
　

四　

結
論

　

第
五
章　
「
北
方
問
題
」
と
日
米
戦
争

　
　

一　

課
題
と
分
析
の
視
角

　
　

二　

対
ソ
戦
争
と
対
米
戦
争
の
狭
間

　
　
　
（
一
）
独
ソ
戦
の
発
生
と
「
関
特
演
」

　
　
　
（
二
）「
北
方
問
題
処
理
」
を
め
ぐ
る
陸
軍
と
外
務
省

　
　
　
（
三
）
対
ソ
戦
「
延
期
」
の
要
因

　
　

三　

日
米
開
戦
過
程
に
お
け
る
「
北
方
問
題
」

　
　

四　

日
米
戦
争
下
に
お
け
る
「
北
方
問
題
」

　
　
　
（
一
） 

開
戦
初
期
に
お
け
る
「
北
方
静
謐
」
方
針
と
対
ソ
戦

争
準
備

　
　
　
（
二
）
北
方
武
力
行
使
の
再
延
期
か
ら
「
放
棄
」
へ

　
　

五　

結
論

　

終
章　

結
論

　

主
要
参
考
文
献
一
覧
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二　

問
題
の
所
在
と
分
析
の
視
角

　

序
章
で
は
、
本
論
文
全
体
を
貫
く
問
題
意
識
と
分
析
視
角
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
代
か
ら
「
太
平
洋
戦
争
」
に
至

る
時
期
は
、
近
代
日
本
外
交
史
研
究
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
研
究
的

蓄
積
の
厚
い
分
野
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
明
確
な
利
害

対
立
に
そ
の
開
戦
原
因
を
求
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
日
米
戦
争
の

直
接
的
な
契
機
が
、
日
本
の
「
南
進
」
政
策
と
、
石
油
禁
輸
を
中
心

と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
対
日
経
済
制
裁
政
策
で
あ
る
こ
と
は
、
多
く
の

研
究
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
「
南
進
」
を
め
ぐ
る

実
証
研
究
は
様
々
な
視
角
か
ら
行
わ
れ
、
日
本
が
「
南
進
」
に
至
る

過
程
と
そ
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
先
行
研
究
に
お
い

て
、
日
本
の
「
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
」
は
、
ま
ず
「
南
方
進
出
へ
の

道
」
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
、
と
滝
田

君
は
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
従
来
の
日
本
の
開
戦
過
程
研
究
が
充
分
に
検
討

し
て
こ
な
か
っ
た
側
面
が
ソ
連
要
因
で
あ
る
。
当
該
時
期
の
日
ソ
間

に
は
両
立
困
難
な
利
害
対
立
が
存
在
し
、
ま
た
両
国
は
互
い
を
主
と

し
て
軍
事
的
・
国
防
上
の
観
点
か
ら
、
き
わ
め
て
重
大
な
脅
威
と
認

識
し
て
い
た
。
日
ソ
両
国
は
、
一
九
三
〇
年
代
以
来
た
え
ず
緊
張
関

係
に
あ
り
、
両
国
が
衝
突
す
る
可
能
性
は
、
明
確
な
利
害
対
立
を
看

取
し
が
た
い
日
本
と
ア
メ
リ
カ
が
衝
突
す
る
可
能
性
よ
り
も
、
相
対

的
に
は
高
か
っ
た
と
い
え
る
。
日
本
の
政
策
過
程
に
お
い
て
、
こ
う

し
た
ソ
連
の
脅
威
に
由
来
す
る
対
外
的
課
題
は
「
北
方
問
題
」
と
い

う
形
で
浮
上
し
て
い
た
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
軍
事
的
に
は
、
日
満

国
防
上
の
懸
念
、
お
よ
び
満
蒙
・
大
陸
に
お
け
る
日
本
の
権
益
が
ソ

連
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
で
あ
る
。
ま
た
政
治
的
に

は
、
国
際
共
産
主
義
の
拡
大
・
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
赤
化
浸
透
に
対

す
る
懸
念
で
あ
る
。
こ
の
「
北
方
問
題
」
を
い
か
に
「
解
決
」
す
る

か
│
│
ソ
連
の
軍
事
的
・
政
治
的
脅
威
に
い
か
に
対
処
す
る
か
│
│

と
い
う
課
題
は
、
こ
の
時
期
の
政
策
過
程
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

従
来
の
日
本
側
の
政
策
過
程
の
分
析
に
お
い
て
、「
南
進
」
に
関

す
る
関
心
の
高
さ
に
比
し
て
、
ソ
連
要
因
の
影
響
と
「
北
方
問
題
」

の
態
様
に
関
す
る
意
識
は
き
わ
め
て
希
薄
で
あ
っ
た
。
従
来
の
開
戦

過
程
を
扱
っ
た
研
究
は
、
ソ
連
要
因
を
さ
ほ
ど
重
要
視
し
て
こ
な

か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
対
ソ
戦
争
発
動
の
可
能
性
を
正
面
か

ら
検
討
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
北
進
」
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
単
に

「
南
進
」
の
対
立
概
念
と
し
て
描
か
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
時
期
の

対
ソ
戦
略
は
充
分
に
検
討
さ
れ
な
い
ま
ま
「
南
進
」
の
前
提
と
し
て

の
「
北
守
」
と
い
う
用
語
で
大
ま
か
に
括
ら
れ
て
き
た
感
が
否
め
な

い
の
で
あ
る
。

　
「
南
進
」
が
経
済
的
・
軍
事
的
に
推
進
さ
れ
た
こ
と
は
歴
史
的
事
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実
で
あ
り
、「
南
進
」
の
展
開
に
重
点
を
お
い
て
当
該
期
の
政
策
過

程
を
分
析
す
る
こ
と
は
そ
れ
自
体
大
き
な
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
が
「
南
進
」
と
南
方
・
太
平
洋
に
お
け
る
戦
争
を
選

択
し
た
と
い
う
事
実
は
、
ソ
連
要
因
あ
る
い
は
対
ソ
戦
争
と
い
う
政

策
選
択
肢
そ
の
も
の
が
、
日
本
の
政
策
過
程
に
お
い
て
実
体
的
な
影

響
力
を
も
た
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
日
米
開

戦
過
程
が
「
北
守
南
進
」
の
論
理
に
よ
っ
て
突
き
動
か
さ
れ
て
い
た

と
す
る
従
来
の
見
方
は
、「
武
力
南
進
」
と
い
う
結
果
か
ら
遡
及
す

る
形
で
、
そ
こ
に
至
る
経
緯
を
過
度
に
単
純
化
し
て
は
い
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
し
て
、「
北
守
」
と
い
う
用
語
が
、
開
戦
過
程
に
お
け
る

日
本
の
対
外
戦
略
の
実
態
を
表
す
の
に
適
切
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
以

上
が
、
本
論
文
に
お
け
る
滝
田
君
の
基
本
的
な
問
題
意
識
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本
論
文
は
一
九
三
〇
年
代
末
か

ら
日
米
戦
争
に
至
る
日
本
の
外
交
と
軍
事
を
、「
北
方
問
題
」
を
軸

に
再
構
成
し
、「
北
方
問
題
」
が
い
か
に
当
該
期
日
本
の
対
外
戦
略

を
規
定
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
最
大
の
目
的
と
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
が
か
か
え
た
「
北
方
問
題
」、
す
な
わ

ち
ソ
連
の
脅
威
と
そ
れ
に
由
来
す
る
諸
問
題
に
着
目
し
、
対
外
戦
略

の
形
成
に
お
け
る
「
北
方
問
題
」
の
規
定
的
性
格
に
着
目
す
る
。
具

体
的
に
は
次
に
挙
げ
る
二
つ
の
課
題
が
追
求
さ
れ
る
。

　

第
一
に
、「
北
方
問
題
」
を
め
ぐ
る
認
識
と
そ
れ
に
基
づ
く
政

策
・
戦
略
を
体
系
的
に
解
明
し
、
そ
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
細
分
化
す
れ
ば
、（
一
）
政
策
担
当
者

の
対
ソ
脅
威
認
識
の
実
相
、
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
政
策
・
戦
略
の

態
様
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。（
二
）
開
戦
過
程
を
規

定
し
て
き
た
と
さ
れ
る
「
北
守
南
進
」
路
線
の
う
ち
、「
北
守
」
と

い
う
表
現
は
、
果
た
し
て
当
時
の
日
本
の
対
ソ
戦
略
の
実
態
に
即
し

た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。（
三
）
陸
軍
の
模
索
し
た
「
北
方
問
題
」

の
解
決
、
す
な
わ
ち
対
ソ
戦
争
の
発
動
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形

態
で
あ
っ
た
の
か
。（
四
）
そ
し
て
そ
の
認
識
と
政
策
が
、
日
本
の

対
外
戦
略
の
形
成
に
お
い
て
い
か
な
る
位
置
を
占
め
、
ど
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
し
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
が
本
論
文

の
第
一
の
課
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
本
論
文
は
、
従
来
「
南
方
進
出
へ
の
道
」
と
し
て
描
か

れ
て
き
た
日
米
開
戦
過
程
研
究
に
対
し
、「
北
方
問
題
」
の
視
点
か

ら
分
析
を
加
え
、「
北
守
南
進
」
の
展
開
と
そ
の
直
接
的
な
帰
結
と

し
て
の
対
米
開
戦
、
と
い
う
通
説
的
な
図
式
と
は
別
の
観
点
か
ら
、

開
戦
過
程
を
描
こ
う
と
す
る
試
み
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
北
方

問
題
」
を
射
程
に
入
れ
る
こ
と
で
、
従
来
の
視
角
か
ら
は
判
然
と
し

な
か
っ
た
政
策
選
択
の
幅
と
政
策
決
定
の
拘
束
要
因
を
検
証
す
る
。

同
時
に
、
一
貫
し
て
対
ソ
戦
争
の
中
心
的
推
進
主
体
で
あ
っ
た
陸
軍

が
、
対
米
戦
争
を
推
進
す
る
に
至
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一
端
を
解
明
し
、
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陸
軍
に
と
っ
て
の
対
米
戦
争
の
性
格
と
意
義
を
問
い
直
す
こ
と
も
従

た
る
課
題
と
し
て
い
る
。
以
上
が
、
本
論
文
全
体
を
貫
く
課
題
と
分

析
の
視
角
で
あ
る
。

三　

内
容
の
紹
介

　

本
論
文
の
本
篇
各
章
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一
章
で
は
、
前
史
と
し
て
、
満
洲
事
変
期
以
降
、
一
九
三
〇
年

代
に
つ
い
て
、「
北
方
問
題
」
を
め
ぐ
る
政
策
と
戦
略
の
歴
史
的
展

開
を
追
跡
し
、
日
本
外
交
史
上
に
お
け
る
「
北
方
問
題
」
の
位
置
づ

け
を
明
ら
か
に
し
た
。
同
時
に
、
政
策
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
「
北

進
」「
北
守
」「
南
進
」
な
ど
の
概
念
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

一
九
二
〇
年
代
中
葉
以
降
、
中
国
に
よ
る
北
伐
と
革
命
外
交
に
加

え
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
進
展
に
よ
る
ソ
連
の
国
力
の
飛
躍
的
発

展
と
い
う
二
つ
の
対
外
環
境
の
変
化
に
日
本
は
直
面
し
た
。
と
り
わ

け
ソ
連
の
大
国
化
と
極
東
軍
備
の
増
強
は
、
満
蒙
権
益
へ
の
脅
威
で

あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
・
日
本
本
土
の
国
防
に
対
す
る
危
機
感

を
醸
成
し
、
日
本
の
政
治
指
導
者
・
政
策
担
当
者
は
ソ
連
に
対
し
て

軍
事
的
脅
威
を
強
く
意
識
す
る
に
至
っ
た
。
同
時
に
、
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
の
存
在
と
活
動
は
、
東
ア
ジ
ア
に
国
際
共
産
主
義
が
波
及
す
る
可

能
性
を
強
く
意
識
さ
せ
、
日
本
に
と
っ
て
の
政
治
的
脅
威
と
し
て
も

認
識
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
脅
威
の
出
現
は
、
日
本
に
何
ら
か
の
対
応

を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
こ
れ
に
注
目
し
た
の
が
石
原
莞
爾
ら

関
東
軍
幕
僚
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
対
中
政
策
の
み
な
ら
ず
、
対
ソ
戦

略
的
側
面
か
ら
も
、
満
蒙
領
有
を
主
張
し
た
。
以
後
、
ソ
連
の
極
東

に
お
け
る
政
治
的
・
軍
事
的
影
響
力
の
増
大
と
と
も
に
、
満
洲
事
変

に
か
け
て
、
中
国
大
陸
政
策
が
対
ソ
戦
略
と
の
関
連
で
把
握
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

満
洲
事
変
の
収
束
後
、
満
洲
国
の
建
国
に
よ
り
日
ソ
両
国
の
勢
力

圏
が
事
実
上
陸
続
き
と
な
り
、
ま
た
日
満
議
定
書
に
基
づ
き
満
洲
国

の
国
防
を
日
本
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
、
日
本
の
国
防
上
、

重
大
な
変
化
で
あ
っ
た
。
陸
軍
は
、
対
ソ
軍
事
的
脅
威
の
認
識
か
ら

対
ソ
国
防
の
充
実
強
化
を
急
ぐ
こ
と
に
な
る
。
ソ
連
の
脅
威
に
由
来

す
る
「
北
方
問
題
」
が
陸
軍
の
対
外
・
国
防
政
策
文
書
に
頻
出
す
る

よ
う
に
な
り
、
対
外
戦
略
上
、
重
大
な
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
の
は

ま
さ
に
こ
の
時
期
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
、
陸
軍
に
お
い
て
、
日
ソ

両
国
に
は
両
立
し
得
な
い
利
害
対
立
が
存
在
し
、
そ
の
軍
事
的
衝
突

は
必
至
で
あ
る
と
い
う
「
日
ソ
必
戦
」
論
が
浮
上
し
、「
北
方
問
題
」

は
、
軍
事
的
手
段
に
よ
っ
て
ソ
連
の
脅
威
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
「
解
決
」
さ
れ
る
と
認
識
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
対
ソ
戦
争
の
発

動
と
い
う
意
味
で
の
「
北
進
」
が
対
外
戦
略
を
規
定
す
る
一
つ
の
方

向
性
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
外
務
省
外
交
に
お

い
て
も
、
ソ
連
の
脅
威
へ
の
対
処
は
重
大
な
外
交
課
題
と
認
識
さ
れ
、
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そ
れ
は
一
九
三
〇
年
代
後
半
期
に
お
け
る
「
防
共
外
交
」
の
重
要
な

構
成
要
素
と
な
っ
た
。

　

一
九
三
七
年
の
日
中
戦
争
発
生
以
降
、
陸
軍
に
と
っ
て
の
対
ソ
軍

備
充
実
の
第
一
義
的
重
要
性
は
、
日
中
戦
争
の
発
生
お
よ
び
長
期
化

に
よ
っ
て
、
強
ま
り
こ
そ
し
た
が
、
決
し
て
弱
ま
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
ソ
連
の
極
東
軍
備
の
着
実
な
増
強
、
ソ
連

に
よ
る
日
中
戦
争
へ
の
武
力
介
入
の
危
険
性
の
増
大
、
お
よ
び
援
蔣

を
通
じ
た
ソ
連
の
中
国
に
お
け
る
影
響
力
の
増
大
は
、
日
本
の
対
ソ

脅
威
認
識
と
「
北
方
問
題
」
へ
の
対
処
の
必
要
性
を
い
っ
そ
う
喫
緊

の
も
の
と
し
、
対
ソ
軍
備
の
充
実
を
促
進
し
た
。

　

一
九
三
八
年
か
ら
一
九
三
九
年
に
か
け
て
、
日
中
戦
争
の
長
期
化

と
ソ
連
の
軍
事
的
脅
威
の
さ
ら
な
る
増
大
と
い
う
現
実
的
状
況
に
お

い
て
、
防
共
協
定
強
化
問
題
が
浮
上
し
た
。
こ
れ
は
、
第
一
義
的
に

は
、
対
ソ
軍
備
劣
勢
の
現
状
を
ド
イ
ツ
と
の
対
ソ
軍
事
同
盟
の
締
結

に
よ
っ
て
補
完
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
援
蔣
に

よ
っ
て
日
中
戦
争
を
長
期
化
さ
せ
て
い
る
要
因
の
一
つ
で
あ
る
第
三

国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
圧
力
を
加
え
る
こ
と
も
構
想
さ
れ
た
。

ソ
連
を
「
外
交
的
方
途
」
に
よ
っ
て
牽
制
し
、
そ
の
脅
威
の
緩
和
を

図
ろ
う
と
す
る
方
向
性
自
体
は
争
点
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
対
象

国
に
イ
ギ
リ
ス
を
加
え
る
か
否
か
が
、
深
刻
な
政
治
対
立
を
引
き
起

こ
し
た
。
最
終
的
に
、
防
共
協
定
の
強
化
は
、
国
内
に
お
け
る
議
論

が
妥
結
を
み
な
い
ま
ま
、
独
ソ
不
可
侵
条
約
の
成
立
に
よ
っ
て
破
綻

し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

第
二
章
で
は
、
一
九
三
九
年
秋
期
の
対
外
情
勢
変
動
に
直
面
し
た

日
本
の
対
外
戦
略
の
模
索
を
「
北
方
問
題
」
を
軸
に
分
析
し
て
い
る
。

一
九
三
九
年
八
月
の
独
ソ
不
可
侵
条
約
の
成
立
は
、
対
独
提
携
強
化

路
線
の
蹉
跌
と
い
う
現
実
を
突
き
つ
け
、
日
本
の
内
外
政
に
甚
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
れ
に
続
く
九
月
の
第
二
次
欧
州
大
戦
の
勃
発
、

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
停
戦
な
ど
一
九
三
九
年
秋
に
発
生
し
た
一
連
の

対
外
情
勢
変
動
は
、
日
本
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
日
本
は
新
た

な
国
際
的
状
況
に
対
応
し
た
対
外
戦
略
の
模
索
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
従
来
の
研
究
は
、
こ
の
時
期
の
対
外
戦
略
の
形
成
に
つ
い

て
次
の
よ
う
な
説
明
を
行
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
独
ソ
不
可
侵
条

約
と
ノ
モ
ン
ハ
ン
の
「
敗
北
」
に
よ
っ
て
、
日
本
は
「
北
進
」
か
ら

対
ソ
和
解
政
策
・「
北
守
」
へ
転
換
し
、
こ
れ
が
後
の
「
南
進
」
へ

の
原
動
力
に
な
っ
た
、
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
通
説
的
諒
解
は
、

日
本
の
政
策
過
程
の
十
分
な
検
証
に
裏
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
日
ソ

中
立
条
約
の
締
結
や
武
力
「
南
進
」
の
決
定
と
い
う
事
実
か
ら
遡
及

し
て
当
該
期
を
把
握
し
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
代
以
来
の
「
北
方
問

題
」
は
、
欧
州
大
戦
勃
発
時
期
の
日
本
の
対
外
戦
略
を
い
か
に
規
定

し
て
い
た
の
か
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
章
の
目
的
で

あ
る
。
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結
論
と
し
て
本
章
は
、
一
九
三
九
年
秋
を
境
に
日
本
が
対
ソ
和
解

路
線
に
転
じ
、「
北
守
」
に
対
外
戦
略
を
転
換
し
た
と
す
る
通
説
を

実
証
的
に
否
定
し
て
い
る
。
軍
事
に
お
い
て
は
、
こ
の
時
期
を
通
じ

て
対
ソ
軍
備
増
強
の
必
要
性
が
い
っ
そ
う
喫
緊
な
も
の
と
認
識
さ
れ

た
。
陸
軍
の
対
外
戦
略
は
一
九
三
〇
年
代
と
強
い
連
続
性
を
も
ち
、

「
日
ソ
必
戦
」
論
を
基
軸
に
ソ
連
の
軍
事
的
脅
威
へ
の
対
処
を
主
眼

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
外
交
に
お
い
て
は
、
対
ソ
関
係
の
調
整
は
、

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
収
束
を
意
味
す
る
「
戦
時
的
緊
張
緩
和
」
以
上

に
進
ま
な
い
よ
う
に
意
図
的
に
限
定
さ
れ
、
対
ソ
警
戒
態
勢
は
維
持

さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
対
米
関
係
上
の
配
慮
、
②
対
ソ
接
近
に
批

判
的
な
政
治
勢
力
の
存
在
、
③
ソ
連
の
政
治
的
・
軍
事
的
脅
威
の
存

続
、
と
い
う
対
ソ
関
係
の
限
界
を
設
定
す
る
要
因
が
作
用
し
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
当
時
の
日
本
の
対
外
戦
略
は
「
北
方
問
題
」
へ

の
対
処
に
重
点
を
お
く
も
の
で
あ
り
、「
北
方
問
題
」
は
、
欧
州
大

戦
勃
発
前
後
の
対
外
情
勢
変
動
を
経
て
も
な
お
政
策
過
程
に
お
け
る

も
っ
と
も
重
要
な
規
定
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。

　

第
三
章
で
は
、
第
二
次
欧
州
大
戦
の
戦
況
の
変
化
に
伴
う
日
本
の

外
交
戦
略
の
形
成
を
、
ソ
連
要
因
・「
北
方
問
題
」
を
射
程
に
入
れ

て
分
析
し
て
い
る
。
一
九
四
〇
年
一
月
に
成
立
し
た
米
内
内
閣
が
直

面
し
た
対
外
的
課
題
は
、
以
後
の
日
本
の
進
路
を
左
右
す
る
重
大
な

も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
一
九
四
〇
年
五
月
の
ド
イ
ツ
西
方
攻
勢

以
降
、
日
本
は
急
展
開
を
見
せ
る
国
際
情
勢
に
何
ら
か
の
対
応
を
迫

ら
れ
て
い
た
。
先
行
研
究
は
、
米
内
内
閣
期
の
日
本
外
交
が
、「
革

新
」
的
色
彩
を
帯
び
な
が
ら
「
北
守
南
進
」
に
傾
斜
し
て
き
た
と
指

摘
し
て
き
た
。
特
に
ド
イ
ツ
西
方
攻
勢
以
降
、「
南
進
」・
枢
軸
提
携

論
が
急
激
に
高
ま
る
中
で
発
さ
れ
た
有
田
放
送
は
、「『
南
洋
を
含
む

東
亜
』
ブ
ロ
ッ
ク
的
宣
言
に
大
き
く
飛
躍
」
し
た
「
東
亜
モ
ン
ロ
ー

主
義
」
の
表
現
で
あ
る
と
す
る
解
釈
が
有
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
本

章
で
は
、
外
務
省
外
交
に
お
け
る
対
ソ
脅
威
認
識
の
存
在
に
着
目
し
、

通
説
的
諒
解
に
修
正
を
迫
っ
て
い
る
。

　

結
論
と
し
て
、
第
一
に
、
当
該
期
に
お
け
る
有
田
の
対
南
方
政
策

上
の
意
図
は
、
阿
部
内
閣
期
の
「
対
外
施
策
方
針
要
綱
」
に
規
定
さ

れ
た
南
方
と
の
「
経
済
関
係
の
強
化
」
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
欧
州
大
戦
に
対
応
す
る
日
本
の
外
交
戦
略
の
表
明
で
あ
る
と

と
も
に
対
米
戦
略
の
一
環
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

第
二
に
、
外
務
省
外
交
に
お
け
る
対
ソ
脅
威
認
識
の
作
用
に
着
目

し
、「
外
交
的
方
途
」
に
よ
っ
て
ソ
連
を
「
圧
迫
」「
牽
制
」
す
る
こ

と
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
当
該
期
の
日
本
外

交
は
強
い
対
ソ
脅
威
認
識
に
彩
ら
れ
て
い
た
。
有
田
に
と
っ
て
ソ
連

は
「
提
携
」
の
対
象
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、「
外
交
的
方
途
」
に
よ
っ

て
「
圧
迫
」「
牽
制
」
す
る
こ
と
で
そ
の
脅
威
に
対
処
せ
ね
ば
な
ら
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な
い
隣
国
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
有
田
と
外
務
省
上
層
部
は
対
ソ
接

近
に
き
わ
め
て
冷
淡
で
あ
っ
た
。

　

第
三
に
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
外
交
指
導
に
お
い
て
、
対
ソ
脅
威

認
識
に
よ
っ
て
、
対
米
・
対
独
外
交
が
規
定
さ
れ
て
い
た
側
面
を
指

摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
次
欧
州
大
戦
に
対
応
す
る
外
交
戦
略
は
、

単
に
「
不
介
入
」
を
基
軸
と
し
た
だ
け
で
な
く
、
特
に
ド
イ
ツ
優
位

の
情
勢
が
出
現
し
て
以
降
は
、
戦
後
の
独
ソ
対
立
の
想
定
と
、
日
米

独
が
各
地
域
の
主
導
的
地
位
に
つ
く
と
す
る
戦
後
構
想
を
伴
う
も
の

だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
軍
事
同
盟
に
至
ら
な
い
対
独
提
携
強
化
と
日

米
関
係
の
改
善
と
い
う
一
見
矛
盾
す
る
政
策
が
同
時
に
追
求
さ
れ
た
。

　

第
四
章
で
は
、
ド
イ
ツ
西
方
攻
勢
か
ら
日
ソ
中
立
条
約
に
至
る
陸

軍
の
対
外
戦
略
の
形
成
を
「
北
方
問
題
」
を
め
ぐ
る
認
識
を
軸
に
再

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
研
究
は
、「
世
界
情
勢
ノ
推
移
ニ

伴
フ
時
局
処
理
要
綱
」（
一
九
四
〇
年
七
月
）
の
策
定
を
主
導
し
た

陸
軍
が
当
該
期
を
経
て
そ
の
対
外
戦
略
を
「
北
守
南
進
」
に
「
転

換
」
し
た
と
解
釈
し
て
き
た
。
し
か
し
、
本
章
で
は
以
下
の
諸
点
か

ら
、「
北
守
」
へ
の
「
転
換
」
と
い
う
通
説
的
諒
解
に
修
正
を
迫
っ

て
い
る
。

　

第
一
に
、
ド
イ
ツ
西
方
攻
勢
か
ら
「
時
局
処
理
要
綱
」
の
策
定
過

程
に
お
い
て
、
陸
軍
部
内
で
は
そ
の
政
策
決
定
の
枢
要
に
位
置
す
る

作
戦
課
を
中
心
に
、
従
来
の
日
ソ
「
必
戦
」
論
に
基
づ
く
対
ソ
戦
略

が
継
承
さ
れ
て
い
た
。
陸
軍
は
「
南
方
」
に
対
外
的
関
心
の
裾
野
を

広
げ
た
に
す
ぎ
ず
、「
北
方
問
題
の
処
理
」
へ
の
意
欲
を
後
退
さ
せ

た
わ
け
で
も
な
け
れ
ば
、
対
ソ
戦
略
に
お
い
て
「
守
勢
」
に
転
じ
た

わ
け
で
も
な
か
っ
た
。

　

第
二
に
、「
時
局
処
理
要
綱
」
に
お
け
る
新
た
な
対
ソ
方
針
の
策

定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
陸
軍
は
一
貫
し
て
対
ソ
軍
備
の
増
強
を
意
欲

的
に
継
続
し
た
。
ま
ず
、「
時
局
処
理
要
綱
」
策
定
の
段
階
で
、
陸

軍
は
対
ソ
「
飛
躍
的
」
国
交
調
整
と
対
独
提
携
強
化
と
い
う
外
交
的

手
段
に
よ
っ
て
の
み
、「
北
方
の
安
全
」
が
確
保
さ
れ
る
と
は
考
え

て
い
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
こ
の
時
期
を
通
じ
て
、
極
東
ソ
連
軍
が

意
欲
的
に
増
強
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
を
陸
軍
は
察
知
し
て
い
た
。

対
ソ
「
飛
躍
的
」
国
交
調
整
が
外
務
省
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
一
方

で
、
陸
軍
の
ソ
連
に
対
す
る
軍
事
的
脅
威
認
識
と
不
信
感
は
い
っ
そ

う
強
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
陸
軍
は
対
ソ
「
飛
躍

的
」
国
交
調
整
に
よ
っ
て
ソ
連
の
軍
事
的
脅
威
が
緩
和
さ
れ
る
と
は

ほ
と
ん
ど
考
え
な
か
っ
た
。
こ
の
認
識
は
、
陸
軍
部
内
の
「
南
進
」

を
め
ぐ
る
議
論
に
も
影
響
を
与
え
た
。
一
九
四
一
年
春
期
に
か
け
て
、

（
欧
州
戦
線
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
優
勢
と
い
う
）
好
機
に
乗
ず
る
対

南
方
武
力
行
使
論
が
後
退
し
た
理
由
の
一
端
は
、「
北
方
の
安
全
」

確
保
が
困
難
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
に
も
あ
っ
た
。
対
南
方
武

力
行
使
を
追
求
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
前
提
で
あ
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る
「
北
方
の
安
全
」
確
保
は
、
対
ソ
軍
備
の
増
強
、
場
合
に
よ
っ
て

は
「
北
方
問
題
」
の
処
理
、
す
な
わ
ち
対
ソ
戦
の
発
動
と
い
う
実
力

に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
ソ
連
に
中
立
条
約
を
履
行
・
遵

守
さ
せ
る
た
め
の
軍
事
的
圧
力
、
あ
る
い
は
ソ
連
に
対
日
武
力
行
使

の
間
隙
を
与
え
な
い
た
め
の
、
い
わ
ば
「
守
勢
」
の
兵
力
を
著
し
く

超
え
る
、
対
ソ
軍
備
の
増
強
が
継
続
さ
れ
た
事
実
は
、
こ
う
し
た
事

情
に
起
因
す
る
。
結
果
と
し
て
、
一
九
三
〇
年
代
以
来
の
「
日
ソ
必

戦
」
論
に
基
づ
く
対
ソ
戦
略
は
、
日
ソ
中
立
条
約
の
締
結
を
経
て
も

継
承
さ
れ
、
対
ソ
戦
の
発
動
が
現
実
的
な
政
策
選
択
肢
と
し
て
存
在

し
続
け
た
の
で
あ
る
。

　

第
五
章
で
は
、
独
ソ
戦
の
発
生
か
ら
日
米
戦
争
に
至
る
対
外
戦
略

の
形
成
に
つ
い
て
、「
北
方
問
題
」
を
軸
に
再
検
討
が
な
さ
れ
て
い

る
。
一
九
四
一
年
六
月
の
独
ソ
戦
の
発
生
は
、
国
際
政
治
上
の
大
変

動
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本
に
と
っ
て
も
対
外
関
係
上
の
新
事
態
の

到
来
で
あ
り
、
こ
れ
に
応
じ
た
対
外
戦
略
の
策
定
を
要
請
し
た
。
独

ソ
戦
発
生
に
応
ず
る
日
本
の
新
た
な
対
外
戦
略
は
、「
情
勢
ノ
推
移

ニ
伴
フ
帝
国
国
策
要
綱
」（
七
月
二
日
）
に
結
実
す
る
。
こ
こ
で
日

本
は
南
部
仏
印
進
駐
の
実
施
を
決
定
す
る
。
結
果
と
し
て
、
こ
れ
が

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
対
日
石
油
全
面
禁
輸
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
点
に

お
い
て
、「
帝
国
国
策
要
綱
」
は
対
米
開
戦
過
程
に
お
い
て
ひ
と
き

わ
重
要
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
同
時
に
、「
帝

国
国
策
要
綱
」
の
骨
幹
は
南
北
両
準
備
陣
で
あ
り
、「
北
方
問
題
」

へ
の
対
処
も
ま
た
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
こ
と
に
は
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。
対
ソ
戦
に
つ
い
て
は
、
独
ソ
戦
の
推
移
を
見
極
め
た
上

で
開
戦
の
可
否
を
判
断
す
る
「
熟
柿
論
」
を
採
用
し
た
わ
け
で
あ
る

が
、
対
ソ
戦
の
発
動
と
い
う
政
策
選
択
肢
（「
北
進
」）
は
、
陸
軍
部

隊
の
大
動
員
と
い
う
具
体
的
形
態
を
以
て
、
現
実
化
し
つ
つ
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

　

本
章
は
、「
北
方
問
題
」
の
視
角
か
ら
日
本
が
対
米
開
戦
に
至
る

要
因
を
検
証
す
る
。
具
体
的
に
は
、
①
独
ソ
戦
発
生
か
ら
一
九
四
一

年
夏
に
か
け
て
の
陸
軍
中
央
の
政
策
過
程
を
、「
北
方
問
題
」
を
軸

と
し
て
分
析
し
、
従
来
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
対
ソ
戦
発
動
と
い

う
選
択
肢
の
実
相
を
明
ら
か
に
し
た
。
②
対
ソ
戦
の
発
動
が
一
九
四

二
年
春
に
「
延
期
」
さ
れ
た
決
定
的
要
因
を
明
ら
か
に
し
、
同
時
に

こ
の
こ
と
が
、
そ
の
後
の
対
米
開
戦
過
程
に
与
え
た
影
響
を
分
析
し

た
。

　

結
論
と
し
て
、
第
一
に
、
一
九
四
一
年
の
対
ソ
戦
争
と
い
う
選
択

肢
は
、
南
方
に
お
け
る
戦
争
よ
り
も
（
相
対
的
に
は
）
戦
争
目
的
と

戦
争
終
末
点
に
お
い
て
明
確
で
あ
り
、
現
実
的
か
つ
具
体
的
な
像
を

も
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
こ
の
よ
う
に
現
実
的
で
あ
っ
た
一
九
四
一
年
の
対
ソ
戦

争
と
い
う
政
策
選
択
肢
が
、
一
九
四
二
年
春
へ
と
延
期
さ
れ
た
ひ
と
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き
わ
重
要
な
要
因
が
、
時
間
的
制
約
と
、
独
ソ
戦
の
推
移
に
関
す
る

見
通
し
が
不
透
明
で
あ
っ
た
こ
と
、
の
二
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
に
、
八
月
の
延
期
決
定
以
降
も
、「
北
方
問
題
」
は
政
策
形

成
の
拘
束
要
因
と
し
て
の
機
能
を
失
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
陸
軍
が
対
米
戦
争
へ
傾
斜
す
る
過
程
は
「
北
方

問
題
」
を
射
程
に
入
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
明
確
に
な
る
。
陸
軍
の
政

策
過
程
に
お
い
て
、「
北
方
問
題
」
は
、
対
外
戦
略
の
準
拠
枠
組
み

と
し
て
、
対
米
開
戦
に
至
る
過
程
を
外
側
か
ら
規
定
し
て
お
り
、
一

九
四
一
年
夏
以
降
、
日
本
が
加
速
度
的
に
対
米
戦
争
へ
と
傾
斜
し
て

い
く
大
き
な
要
因
の
一
つ
は
「
北
方
問
題
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
陸

軍
は
、
対
ソ
戦
争
の
中
心
的
推
進
主
体
か
ら
対
米
戦
争
の
中
心
的
推

進
主
体
に
「
転
換
」
し
た
の
で
は
な
い
。
対
ソ
戦
争
の
中
心
的
推
進

主
体
で
あ
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
、
陸
軍
を
年
内
の
対
米
戦
争
発
動
の

中
心
的
推
進
主
体
と
し
た
の
で
あ
る
。
陸
軍
、
と
り
わ
け
対
米
戦
争

を
推
進
し
た
参
謀
本
部
に
お
い
て
、
対
米
戦
争
は
「
南
方
」「
支
那
」

「
北
方
」
を
対
象
領
域
と
す
る
大
戦
争
の
一
環
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

の
で
あ
っ
た
。

　

結
論
は
、
各
章
に
お
け
る
議
論
の
総
括
で
あ
る
。
本
論
文
の
特
に

重
要
な
知
見
を
端
的
に
抽
出
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
第
一
に
、

一
九
三
九
年
末
か
ら
日
米
開
戦
に
至
る
ま
で
、「
北
方
問
題
」
は
、

一
貫
し
て
、
日
本
の
対
外
戦
略
を
規
定
す
る
も
っ
と
も
重
要
な
要
因

の
一
つ
で
あ
っ
た
。
対
ソ
脅
威
認
識
に
基
づ
く
「
北
方
問
題
」
は
、

陸
軍
の
軍
事
戦
略
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
該
期
に
お
け
る
国
策
レ

ヴ
ェ
ル
の
意
思
決
定
ま
で
規
定
す
る
影
響
力
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
日
米
開
戦
過
程
を
、「
北
守
南
進
」
の
形
成
過
程
と
し
て

み
る
こ
と
は
、
日
本
が
第
二
次
欧
州
大
戦
発
生
前
夜
か
ら
一
九
四
一

年
ま
で
に
経
た
、
複
雑
か
つ
重
層
的
な
過
程
を
見
逃
し
て
し
ま
う
。

「
南
進
」
は
明
白
な
歴
史
的
事
実
で
あ
る
が
、
他
方
で
、
そ
れ
に
付

随
し
て
用
い
ら
れ
る
「
北
守
」
と
い
う
用
語
は
、
こ
の
時
期
の
日
本

の
対
外
戦
略
の
表
現
と
し
て
適
切
と
は
い
え
な
い
。
第
三
に
、
日
本

が
ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
を
決
意
す
る
ま
で
に
様
々
な
政
策
選
択
肢
が

存
在
し
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
本
論
文
は
、
従

来
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
北
進
（
対
ソ
戦
争
の
発
動
）」
と
い

う
選
択
肢
が
、
継
続
的
に
、
実
体
的
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

四　

評
価

　

以
上
、
本
論
文
の
内
容
を
略
述
し
た
が
、
以
下
で
は
そ
の
意
義
と

問
題
点
を
考
察
す
る
。

　

本
論
文
の
第
一
の
意
義
は
、
日
米
戦
争
に
至
る
日
本
の
対
外
戦
略

の
形
成
を
、「
北
方
問
題
」
と
い
う
視
角
か
ら
分
析
し
た
こ
と
で
あ
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る
。
日
米
開
戦
過
程
に
お
け
る
ソ
連
要
因
の
重
要
性
は
、
こ
れ
ま
で

つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
正
面
か
ら
取
り
組
ま
れ
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ま
た
、
日
米
開
戦
の
わ
ず
か
半
年
前
に

「
関
特
演
」
の
名
の
下
で
対
ソ
戦
争
の
た
め
の
（
日
本
陸
軍
史
上
最

大
規
模
の
）
大
動
員
が
行
わ
れ
た
と
い
う
事
実
は
知
ら
れ
て
は
い
て

も
、
こ
れ
が
開
戦
過
程
の
中
で
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
の
か
、
追
求

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
本
論
文
は
、
開
戦
過
程
に
お
け
る
政
策
選
択
肢
と
し
て
の

「
北
進
」
の
も
つ
可
能
性
と
意
義
に
、
は
じ
め
て
正
面
か
ら
取
り
組

み
、
先
行
研
究
に
お
い
て
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
政
策
担
当
者
の
対

ソ
認
識
と
戦
略
を
分
析
し
、
か
つ
そ
れ
が
日
本
の
対
外
戦
略
全
体
に

お
い
て
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
九

三
九
年
の
第
二
次
欧
州
大
戦
勃
発
前
後
か
ら
日
米
開
戦
に
い
た
る
一

貫
し
た
時
間
の
流
れ
の
中
で
、
ソ
連
要
因
を
取
り
扱
う
研
究
の
視
角

は
高
く
評
価
で
き
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
新
た
な
知
見
を
導
き
出
す
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
。「
北
進
」
と
い
う
実
際
に
は
採
ら
れ
な
か
っ

た
選
択
肢
の
影
響
を
分
析
す
る
作
業
は
、
と
も
す
れ
ば
、
カ
ウ
ン

タ
ー
・
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
ル
の
領
域
に
陥
り
か
ね
な
い
も
の
で
あ
り
、

論
証
の
点
に
お
い
て
大
き
な
困
難
が
伴
う
。
し
か
し
、
滝
田
君
は
、

こ
の
問
題
を
「
北
方
問
題
」
と
い
う
日
本
外
交
史
上
、
学
術
的
に
意

義
深
い
論
点
に
ま
と
め
上
げ
て
、
そ
れ
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
か

つ
そ
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
滝
田
君
は
、
単
に
「
北
進
」
の
問
題

を
追
跡
す
る
の
で
は
な
く
、
対
ソ
脅
威
認
識
の
諸
相
を
軸
と
し
て
こ

の
時
期
の
日
本
の
対
外
政
策
・
軍
事
戦
略
・
対
外
戦
略
の
潮
流
を
再

構
築
し
、「
北
方
問
題
」
と
い
う
視
角
か
ら
、
一
九
三
九
年
末
か
ら

日
米
開
戦
に
至
る
過
程
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ

て
き
た
日
本
の
政
策
選
択
の
幅
を
問
い
直
す
と
と
も
に
、
開
戦
過
程

の
重
層
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　

第
二
の
意
義
は
、
こ
う
し
た
独
創
的
な
視
角
の
も
と
で
、
通
説
に

修
正
を
迫
る
い
く
つ
か
の
斬
新
な
知
見
が
示
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
と

り
わ
け
次
に
挙
げ
る
諸
点
に
つ
い
て
、
学
界
に
対
す
る
貢
献
は
き
わ

め
て
大
き
い
と
い
え
る
。
い
ず
れ
も
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
き
た
開
戦

過
程
研
究
に
一
石
を
投
じ
る
新
た
な
知
見
で
あ
り
、
し
か
も
説
得
的

に
論
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
以
下
の
四
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

一
つ
に
、
本
篇
全
体
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
し

ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
き
た
、「
北
守
南
進
」
と
い
う
開
戦
外
交
史
を

規
定
す
る
用
語
に
疑
問
を
投
げ
か
け
、
日
米
開
戦
過
程
を
、「
北
守

南
進
」
の
形
成
過
程
と
し
て
み
る
こ
と
は
、
日
本
が
第
二
次
欧
州
大

戦
発
生
前
夜
か
ら
一
九
四
一
年
ま
で
に
経
た
、
複
雑
か
つ
重
層
的
な

過
程
を
見
逃
し
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
問
題
を
提
起
し
た
。「
南

進
」
は
明
白
な
歴
史
的
事
実
で
あ
る
が
、
他
方
で
、
そ
れ
に
付
随
し
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て
用
い
ら
れ
る
「
北
守
」
と
い
う
用
語
は
、
当
該
期
日
本
の
対
外
戦

略
を
表
す
も
の
と
し
て
適
切
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
実
証
的
に
明
ら

か
に
し
た
。
ま
ず
こ
の
点
が
斬
新
か
つ
興
味
深
い
議
論
で
あ
る
と
評

価
で
き
よ
う
。

　

二
つ
に
、
開
戦
過
程
に
お
け
る
「
北
方
問
題
」
の
重
要
性
と
規
定

的
性
格
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
従
来
の
研
究

が
、「
南
方
」
に
お
け
る
政
策
的
展
開
に
研
究
の
重
点
を
置
く
一
方

で
看
過
し
て
き
た
「
北
方
問
題
」
が
、
実
際
に
は
、
こ
の
時
期
の
政

策
担
当
者
の
間
で
広
く
共
有
さ
れ
た
問
題
意
識
で
あ
っ
た
こ
と
も
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
九
年
末
か
ら
日
米
開
戦
に
至
る
ま
で
、

「
北
方
問
題
」
が
、
一
貫
し
て
、
日
本
の
対
外
戦
略
を
規
定
す
る

も
っ
と
も
重
要
な
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
本
篇
各
章
を
通

じ
て
緻
密
に
論
証
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
が
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
対

し
て
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
陸
軍
だ

け
で
な
く
外
務
省
外
交
に
も
目
を
配
り
、
外
務
省
外
交
に
お
け
る
対

ソ
脅
威
認
識
の
作
用
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
日

米
開
戦
前
夜
の
日
本
の
政
策
過
程
に
お
け
る
「
北
方
問
題
」
を
立
体

的
に
描
く
こ
と
を
試
み
て
い
る
点
も
評
価
で
き
よ
う
。

　

三
つ
に
、
日
本
陸
軍
研
究
と
し
て
も
大
き
な
意
義
を
有
す
る
。
陸

軍
の
対
ソ
認
識
、
戦
略
、
そ
し
て
陸
軍
が
構
想
し
て
い
た
対
ソ
戦
争

の
内
容
に
つ
い
て
、
具
体
的
か
つ
詳
細
に
分
析
し
、
一
九
三
〇
年
代

以
降
の
陸
軍
の
対
ソ
戦
争
構
想
を
は
じ
め
て
体
系
的
に
明
ら
か
に
し

た
点
で
、
学
界
へ
の
貢
献
は
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ま
で
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
対
ソ
戦
発
動
と
い
う
選
択
肢
が
、
開
戦

前
夜
の
対
外
戦
略
の
形
成
過
程
に
お
い
て
実
体
的
な
影
響
力
を
有
し

て
い
た
こ
と
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
た
こ
と
も
意
義
深
い
点
で
あ

る
。

　

最
後
に
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
期
以
降
、
対
ソ
戦
争
を
目
標
と
し

て
き
た
陸
軍
が
、
な
ぜ
一
九
四
一
年
夏
以
降
、
対
米
戦
争
を
推
進
す

る
に
至
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
説
明
が
な

さ
れ
て
き
た
が
、
本
論
文
は
「
北
方
問
題
」
を
射
程
に
入
れ
る
こ
と

で
、
対
ソ
戦
争
の
中
心
的
推
進
主
体
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
対
米
戦
争

に
加
速
度
的
に
傾
斜
し
て
い
く
要
因
と
な
っ
た
、
と
い
う
興
味
深
い

解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
陸
軍
に
と
っ
て
、
対
米
戦
争
は

「
南
方
」「
支
那
」「
北
方
」
を
対
象
領
域
と
す
る
大
戦
争
の
一
環
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
と
指
摘
し
、
日
米
戦
争
の
意
義
と
性
格
に
切
り
込

ん
で
い
る
点
も
興
味
深
い
。

　

第
三
の
意
義
は
、
開
戦
過
程
・
日
本
外
交
史
研
究
の
中
で
、
研
究

上
の
空
白
と
な
っ
て
い
た
時
期
に
取
り
組
ん
だ
点
で
あ
る
。
一
九
三

〇
年
代
か
ら
日
米
開
戦
に
至
る
時
期
は
、
日
本
外
交
史
研
究
の
中
で

も
、
豊
富
な
研
究
的
蓄
積
を
も
つ
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も

な
お
、
一
部
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
外
交
史
的
検
討
が
加
え
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ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
一
九
三
九
年
秋
か
ら
一
九
四
〇
年
前
半

（
独
ソ
不
可
侵
条
約
の
成
立
か
ら
松
岡
外
交
の
登
場
ま
で
）
の
時
期

が
そ
れ
で
あ
る
。
当
該
時
期
は
、
短
命
政
権
が
続
い
た
こ
と
も
あ
り

本
格
的
検
証
が
避
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
本
論
文
の
第
二

章
・
第
三
章
は
、
敢
え
て
こ
の
時
期
に
検
討
す
べ
き
外
交
史
上
の
意

義
と
必
要
性
を
見
出
し
、
正
面
か
ら
こ
れ
を
取
り
上
げ
分
析
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
欧
州
情

勢
の
大
変
動
に
直
面
し
た
日
本
の
対
外
認
識
と
対
外
戦
略
の
模
索
の

過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
第
三
章
は
、
有
田
八
郎
研
究
と
し
て
も
高
く
評
価
で
き

る
。
有
田
は
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
以
降
、
比
較
的
長
期
間
外
相
を

務
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
研
究
的
蓄
積
が
乏
し
い
人
物
で
あ
っ
た
。

本
論
文
第
三
章
で
は
、
そ
の
対
外
認
識
と
政
策
に
つ
い
て
新
史
料
を

用
い
な
が
ら
本
格
的
に
検
討
し
、
研
究
上
の
空
白
を
埋
め
る
こ
と
に

貢
献
し
て
い
る
。

　

第
四
に
、
本
篇
全
体
を
通
じ
て
広
範
か
つ
多
様
な
史
料
を
利
用
し

て
お
り
、
本
研
究
の
実
証
性
は
き
わ
め
て
高
い
水
準
に
あ
る
と
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
未
刊
行
史
料
と
し
て
、
国
立
国
会
図
書
館
憲

政
資
料
室
、
外
務
省
外
交
史
料
館
、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
、
国
立
公

文
書
館
と
い
っ
た
日
本
国
内
の
史
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
を

く
ま
な
く
渉
猟
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館

（N
ational A

rchives II

：
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
）
に
お
い
て
蒐
集
し

た
史
料
も
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
刊
行
さ
れ
た
資
料
集
を
中
心
に

ロ
シ
ア
・
ソ
連
側
資
料
に
も
目
配
り
を
し
て
い
る
点
も
、
従
来
の
開

戦
過
程
研
究
と
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
三
章
で
は
、

滝
田
君
自
身
が
遺
族
に
接
触
し
て
入
手
し
た
有
田
八
郎
の
新
史
料
を

利
用
し
て
い
る
。
本
研
究
の
中
で
示
さ
れ
た
豊
か
な
新
知
見
は
、
実

に
堅
固
な
実
証
的
歴
史
分
析
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
評
価
で
き
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
、
き
わ
め
て
高
い
実
証
性
と
独
創
性

を
備
え
た
優
れ
た
論
文
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
改
善
す
べ
き
点
、
あ
る
い
は
将
来
の
課
題
と
す
べ
き
点

も
あ
る
。

　

第
一
に
、
本
論
文
は
、
政
策
担
当
者
の
対
ソ
脅
威
認
識
に
着
目
し
、

そ
の
態
様
を
詳
細
か
つ
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
た
反
面
、
政
策
担
当

者
の
抱
い
た
ソ
連
の
脅
威
を
強
調
し
す
ぎ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
な
く

も
な
い
。
当
該
期
日
本
の
対
外
認
識
、
た
と
え
ば
対
米
・
対
英
認
識

に
つ
い
て
も
詳
し
く
言
及
し
、
対
ソ
脅
威
認
識
を
相
対
化
す
る
試
み

が
あ
れ
ば
、
よ
り
立
体
的
な
議
論
が
展
開
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
に
関
連
し
、
論
文
冒
頭
で
、
ソ
連
に
対
す
る
脅
威
認
識
に
軍
事
的

脅
威
と
政
治
的
脅
威
の
二
面
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
け
れ

ど
も
、
論
文
に
お
い
て
政
治
的
脅
威
に
関
す
る
言
及
が
十
分
で
な
い

こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。
こ
れ
は
滝
田
君
の
分
析
が
陸
軍
省
部
を
中
心
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と
し
て
い
る
こ
と
、
軍
事
的
脅
威
が
こ
と
さ
ら
強
く
意
識
さ
れ
た
時

期
を
分
析
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ソ

連
の
政
治
的
脅
威
に
も
相
応
の
紙
幅
を
割
く
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

第
二
に
、
本
篇
全
体
を
通
じ
て
実
証
的
か
つ
緻
密
な
論
証
が
貫
か

れ
て
い
る
も
の
の
、
説
明
が
不
十
分
な
箇
所
、
あ
る
い
は
、
さ
ら
な

る
検
討
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
論
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

「
対
ソ
警
戒
」「
対
ソ
脅
威
」「
日
ソ
必
戦
論
」
が
、
対
ソ
戦
の
発
動

と
直
結
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
な
ど
が
そ
れ
で
あ

る
。
陸
軍
が
ソ
連
の
脅
威
を
懸
念
し
て
い
た
こ
と
、
い
ず
れ
は
そ
の

脅
威
を
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
確
か
だ

が
、
そ
れ
が
好
機
捕
捉
の
対
ソ
武
力
行
使
論
に
直
接
結
び
つ
い
て
い

た
か
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
吟
味
す
る
余
地
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
関

わ
っ
て
一
九
四
一
年
夏
、
陸
軍
が
対
ソ
戦
の
発
動
を
一
九
四
二
年
夏

に
延
期
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
要
因
に
つ
い
て
、
よ
り
決
定
的
な
要

因
が
奈
辺
に
あ
っ
た
か
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
い
さ
さ
か
論

証
に
粗
さ
を
感
じ
る
。
極
東
ソ
連
軍
と
の
戦
力
比
の
一
貫
し
た
劣
勢

状
態
に
お
い
て
も
、
日
ソ
戦
争
を
可
能
と
す
る
客
観
的
な
条
件
が
ど

の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
た
か
な
ど
は
、
さ
ら
に
詳
細
に
分
析
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
通
説
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
以
上
、
よ
り
堅
固
な

論
理
構
成
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
開
戦
直
前
期
の
一
部
の
叙
述
で

は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
す
で
に
議
論
し
尽
く
さ
れ
て
い
る
部
分
に

つ
い
て
は
略
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
既
知
の
事
実
関
係
を
よ

り
丁
寧
に
整
理
し
て
、
そ
の
中
に
自
説
を
位
置
づ
け
直
す
作
業
は
、

冗
長
に
な
ろ
う
と
も
や
は
り
徹
底
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
開
戦
決

定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
全
体
像
を
ま
ず
示
し
て
、
そ
の
上
で
「
北
方
問

題
」
の
役
割
に
つ
い
て
言
及
す
れ
ば
、
本
論
文
の
主
張
も
よ
り
分
か

り
や
す
く
な
る
。
同
時
に
、
日
米
交
渉
の
推
移
に
つ
い
て
、
ソ
連
要

因
・「
北
方
問
題
」
の
見
地
か
ら
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

い
っ
そ
う
議
論
に
厚
み
が
出
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

第
三
に
、
本
論
文
は
、
一
九
四
一
年
一
二
月
以
降
の
南
方
・
太
平

洋
方
面
に
お
け
る
戦
争
（「
太
平
洋
戦
争
」）
に
つ
い
て
、「
日
米
戦

争
」
の
側
面
に
着
目
し
、「
日
米
開
戦
」
過
程
を
扱
っ
て
い
る
が
、

イ
ギ
リ
ス
要
因
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
。
本
論
文

で
は
、
イ
ギ
リ
ス
要
因
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
要
因
を
敢
え
て
重
視
す
る

理
由
を
第
三
章
の
注
記
で
説
明
し
て
お
り
、
ま
た
実
際
に
、
一
九
三

九
年
初
夏
の
日
本
軍
に
よ
る
天
津
租
界
封
鎖
の
頃
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス

は
、
極
東
政
策
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
に
追
従
す
る
姿
勢
を
示
し
、
こ

れ
以
降
の
日
本
の
政
策
担
当
者
が
第
一
義
的
に
は
対
米
関
係
を
重
視

し
た
こ
と
か
ら
も
、
本
論
文
が
ま
ず
「
日
米
開
戦
過
程
」
の
側
面
に

重
点
を
お
い
た
の
は
妥
当
で
あ
り
、
か
つ
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

し
か
し
他
方
で
、
日
中
戦
争
の
長
期
化
以
降
、
陸
軍
の
反
英
論
は
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強
ま
っ
て
お
り
、
一
九
四
〇
年
七
月
の
「
時
局
処
理
要
綱
」
に
お
い

て
も
、
極
東
英
領
攻
略
の
構
想
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
鑑
み

る
と
、
イ
ギ
リ
ス
要
因
を
除
外
し
て
一
九
四
一
年
一
二
月
に
至
る

「
開
戦
過
程
」
を
語
る
こ
と
は
や
は
り
適
切
と
は
い
え
な
い
。
本
論

文
が
示
し
た
「
北
方
問
題
」・
ソ
連
要
因
と
、
イ
ギ
リ
ス
要
因
と
の

関
連
は
興
味
深
い
論
点
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
す
る
本
格

的
な
検
討
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

　

第
四
に
、
分
析
の
対
象
時
期
を
さ
ら
に
長
く
設
定
し
、
た
と
え
ば
、

分
析
の
終
点
を
一
九
四
五
年
の
ソ
連
の
対
日
参
戦
に
お
く
こ
と
で
、

議
論
に
い
っ
そ
う
の
厚
み
が
出
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
論
文
の
分

析
の
中
心
は
開
戦
過
程
に
あ
り
、
一
九
三
九
年
末
か
ら
一
九
四
二
年

初
頭
と
い
う
分
析
射
程
は
、
本
論
文
の
問
題
意
識
を
貫
徹
さ
せ
る
上

で
、
有
効
な
時
期
設
定
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
他
方
で
、
開

戦
後
の
日
本
の
戦
争
指
導
に
お
け
る
「
北
方
問
題
」
の
位
置
に
つ
い

て
、
本
格
的
な
検
討
が
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
南
方
・

太
平
洋
方
面
に
お
け
る
戦
争
の
展
開
、
戦
局
の
推
移
と
い
う
現
実
的

状
況
に
直
面
し
、
日
本
（
こ
と
に
陸
軍
）
の
「
北
方
問
題
」
に
関
す

る
意
識
と
対
ソ
戦
略
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
、
ま
た
、
開
戦

後
、
陸
軍
が
対
ソ
戦
争
の
発
動
を
放
棄
し
た
経
緯
に
つ
い
て
も
、
よ

り
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
参
謀
本
部
戦

争
指
導
課
に
は
一
九
四
三
年
春
に
お
い
て
、
一
部
に
す
で
に
早
く
枢

軸
国
の
敗
戦
を
予
期
す
る
見
方
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
を
顧
み
れ
ば
、

こ
う
し
た
論
点
の
詮
索
は
不
可
避
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、「
太
平
洋

戦
争
」
下
に
お
け
る
ソ
連
要
因
の
占
め
る
位
置
は
決
し
て
小
さ
く
な

い
。
独
ソ
和
平
問
題
、
ソ
連
仲
介
に
よ
る
終
戦
工
作
な
ど
、
日
米
戦

争
下
に
お
け
る
ソ
連
要
因
に
つ
い
て
、
本
論
文
の
視
角
か
ら
新
た
な

知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
以
上
指
摘
し
た
問
題
は
、
本
論
文
に
対
す
る

本
質
的
な
要
望
と
い
う
よ
り
は
、
滝
田
君
が
今
後
研
究
を
進
め
る
中

で
中
長
期
的
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
り
、

本
論
文
の
近
代
日
本
外
交
史
・
日
米
開
戦
過
程
研
究
に
対
す
る
優
れ

た
学
術
的
貢
献
を
い
さ
さ
か
も
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。

五　

結
論

　

上
記
の
よ
う
な
問
題
点
も
抱
え
、
将
来
の
課
題
も
残
っ
て
い
る
が
、

滝
田
君
の
本
論
文
は
、
日
米
開
戦
過
程
研
究
に
お
い
て
、
そ
し
て
広

く
は
近
代
日
本
外
交
史
・
日
本
軍
事
史
研
究
と
し
て
、
学
界
に
優
れ

た
貢
献
を
な
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
誠
に
大
き
い

と
い
え
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
審
査
員
一
同
は
、
本
論
文
が
、
博
士
（
法
学
）

（
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
十
分
値
す
る
も
の
と
判

断
し
、
そ
の
旨
を
法
学
研
究
科
委
員
会
に
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。
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平
成
三
〇
年
二
月
二
七
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

赤
木　

完
爾

　
　
　

法
学
研
究
科
委
員
・
法
学
博
士　
　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

玉
井　
　

清

　
　
　

法
学
研
究
科
委
員
・
法
学
博
士　
　
　
　
　
　

副
査　

帝
京
大
学
文
学
部
教
授　

戸
部　

良
一

　
　
　

博
士
（
法
学
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
爲
三
郎
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

一　

は
じ
め
に

　

山
本
爲
三
郎
君
が
こ
の
度
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
は
、
同

君
が
こ
れ
ま
で
株
式
、
株
式
譲
渡
、
株
主
の
権
利
行
使
方
法
な
ど
に

関
し
て
執
筆
し
た
論
文
を
集
め
、
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
五
月

に
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
株
式
譲
渡
と
株

主
権
行
使
』
で
あ
る
（
Ａ
５
判
、
初
出
一
覧
、
判
例
索
引
を
含
め
て

四
六
二
頁
）（
以
下
、
こ
れ
を
「
本
論
文
」
と
呼
ぶ
）。
同
君
は
、
こ

れ
ま
で
発
表
し
て
き
た
学
術
論
文
、
判
例
研
究
等
に
お
い
て
、
会
社

法
を
中
心
と
し
て
そ
の
周
辺
領
域
に
も
及
ぶ
幅
広
い
研
究
を
行
っ
て

い
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
、
株
式
に
関
係
す
る
問
題
点
に
注
目
し

て
研
究
を
続
け
て
お
り
、
本
論
文
に
は
、
時
間
を
か
け
て
検
討
を
重

ね
て
き
た
研
究
成
果
の
到
達
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
章
か
ら
第
四
章
に
お
け
る
各
節
は
、
各
々
が
独
立
し
た
既
発

表
の
論
文
等
で
あ
り
、
各
論
稿
は
発
表
さ
れ
た
時
点
の
法
令
・
文
献

を
前
提
と
し
な
が
ら
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
改
正

事
項
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
に
加
え
ら
れ
た
付
記
に
よ
っ
て
解
説
が


